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２

兆

円

、

し

た

が

つ

て

貸

付

残

高

は

名

目

Ｇ

Ｄ

Ｐ

４

７

３

・

８

兆

円

の

92

％

程

度

、

預

金

残

高

は

１

３

０

％

程

度

だ

。

日

本

の

知

見

も

参

考

に

し

な

が

ら

、

日

シ

ア

の

銀

行

が

主

導

権

を

と

つ

て

、

ロ

シ

ア

小

企

業

の

定

義

や

育

成

策

を

見

直

し

、

政

財

官

諸

力

も

結

集

し

、

小

企

業

育

成

に

努

め

る

。

こ

れ

が

ロ

シ

ア

経

済

に

有

意

義

な

企

業

と

銀

行

の

共

存

共

栄

の

道

だ

と

思

う

。

 

 

対

し

て

今

年

の

日

本

の

初

夢

。

安

倍

・

プ

ー

チ

ン

両

巨

頭

の

写

真

入

り

で

、

｢

ソ

チ

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

が

成

功

裏

に

終

了

、

く

わ

え

て

日

ロ

の

懸

案

問

題

解

決

が

基

本

合

意

｣

の

見

出

し

が

躍

る

。

日

口

平

和

条

約

を

締

結

し

、

北

方

４

島

問

題

を

解

決

す

る

。

日

本

は

、

世

界

の

名

目

Ｇ

Ｄ

Ｐ

に

占

め

る

ロ

シ

ア

の

シ

ェ

ア

を

10

％

程

度

に

ま

で

引

き

上

げ

る

た

め

の

協

力

を

惜

し

ま

ず

、

両

国

は

、

自

然

災

害

を

含

む

両

国

の

補

完

関

係

を

主

内

容

と

す

る

｢

日

ロ

経

済

安

全

保

障

協

定

｣

を

結

ぶ

。

か

か

る

両

雄

の

世

紀

の

英

断

を

祝

福

す

る

よ

う

に

太

陽

が

ゆ

っ

く

り

と

地

平

線

を

昇

り

始

め

た

…

と

い

う

場

面

で

、

目

が

覚

め

た

。

 

 

実

に

、

今

次

首

相

就

任

以

来

す

で

に

５

回

プ

ー

チ

ン

大

統

領

と

会

談

し

た

安

倍

首

相

。

日

ロ

間

に

横

た

わ

る

懸

案

問

題

を

解

決

し

、

二

国

間

の

良

好

な

関

係

樹

立

を

目

指

す

意

気

ご

み

を

示

し

た

。

し

か

し

、

そ

の

後

に

勃

発

し

た

ウ

ク

ラ

イ

ナ

問

題

で

、

｢

醸

成

さ

れ

た

は

ず

の

信

頼

関

係

｣

が

崩

れ

、

日

本

人

と

し

て

の

衿

持

も

疑

わ

れ

る

事

態

に

立

ち

至

っ

て

い

る

。

｢

想

定

外

｣

の

事

態

が

勃

発

し

た

の

だ

か

ら

と

の

弁

明

は

許

さ

れ

な

い

。

日

本

は

ロ

シ

ア

と

の

将

来

に

わ

た

る

真

の

あ

り

方

に

思

い

を

馳

せ

、

そ

の

持

て

る

諸

力

を

活

か

し

、

何

が

起

こ

ろ

う

と

も

、

た

と

え

ば

｢

ロ

シ

ア

の

経

済

環

境

の

整

備

や

エ

ネ

ル

ギ

ー

資

源

へ

の

過

度

の

依

存

体

質

か

ら

の

脱

却

｣

の

た

め

に

、

日

本

の

経

験

と

現

場

主

義

に

立

っ

て

協

力

す

る

と

い

っ

た

覚

悟

が

必

要

だ

。

一

旦

問

題

が

起

こ

っ

た

ら

元

の

木

阿

弥

を

繰

り

返

す

愚

は

、

是

非

と

も

避

け

た

い

。

 

 

現

状

の

ま

ま

で

は

｢

懸

案

解

決

｣

は

成

ら

ず

、

お

互

い

に

不

幸

。

真

に

求

め

ら

れ

る

日

口

関

係

の

あ

り

方

を

考

え

、

そ

れ

を

自

ら

伝

え

、

可

能

な

限

り

遵

守

す

る

矜

持

を

示

す

。

こ

れ

こ

そ

が

日

口

関

係

改

善

の

た

め

の

第

一

歩

で

は

な

か

ろ

う

か

。

 
(

了

)
 

(

文

責

：

国

際

通

貨

研

究

所

客

員

研

究

員

 

菅

野

哲

夫

)
 

産

業

に

職

域

を

広

げ

、

と

く

に

卸

・

小

売

・

車

等

の

修

理

業

や

不

動

産

・

住

宅

サ

ー

ビ

ス

な

ど

の

分

野

で

活

躍

す

る

が

、

同

就

労

者

数

は

11

・

７

百

万

人

、

同

年

間

売

上

高

は

23

・

５

兆

ル

ー

ブ

ル

程

度

。

し

た

が

つ

て

小

企

業

は

全

体

の

企

業

数

の

41

％

、

就

労

者

数

の

17

％

、

年

間

売

上

高

の

21

％

で

、

年

間

売

上

高

の

対

名

目

Ｇ

Ｄ

Ｐ

比

率

は

総

企

業

で

１

８

０

％

程

度

、

小

企

業

で

40

％

程

度

と

な

つ

て

い

る

。

参

考

ま

で

に

、

定

義

は

異

な

る

が

、

日

本

の

中

小

企

業

は

、

全

体

の

企

業

数

の

約

95

％

、

就

労

者

数

の

約

65

％

、

年

売

上

高

の

約

50

％

で

、

年

間

売

上

高

の

対

名

目

Ｇ

Ｄ

Ｐ

比

率

は

総

企

業

で

２

７

５

％

程

度

、

小

企

業

で

１

０

１

・

５

％

程

度

で

あ

る

。

 

 

ロ

シ

ア

政

府

も

、

小

企

業

へ

の

税

の

優

遇

、

国

営

企

業

の

小

企

業

か

ら

の

購

入

勧

奨

、

阻

害

要

因

と

な

つ

て

い

る

監

督

機

関

の

職

権

濫

用

取

り

締

ま

り

強

化

な

ど

の

具

体

的

な

支

援

策

を

進

め

て

い

る

。

し

か

し

身

近

に

い

て

日

々

の

営

業

を

共

に

し

、

指

導

監

督

す

る

仕

組

み

が

な

い

と

な

か

な

か

小

企

業

の

育

成

は

難

し

い

。

こ

の

点

に

つ

い

て

は

前

回

触

れ

た

が

、

銀

行

、

と

く

に

地

方

銀

行

の

登

場

を

期

待

し

た

い

。

一

般

に

ロ

シ

ア

の

銀

行

は

、

大

銀

行

の

地

方

版

の

域

を

脱

せ

ず

、

そ

の

過

去

の

負

の

遺

産

も

ひ

き

ず

っ

て

お

り

、

企

業

の

全

幅

の

信

頼

が

あ

る

と

は

言

い

難

い

が

、

ロ

シ

ア

の

小

企

業

を

育

て

る

と

い

う

大

義

名

分

の

な

か

に

、

こ

れ

ま

で

の

負

の

遺

産

を

払

拭

し

、

信

頼

を

勝

ち

取

る

大

き

な

チ

ャ

ン

ス

が

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。

そ

の

銀

行

の

全

体

像

を

同

じ

く

統

計

年

鑑

で

み

る

と

、

行

数

が

９

５

６

、

従

業

員

数

(

保

険

を

含

む

)

が

１

２

２

３

千

人

、

貸

付

残

高

が

32

・

９

兆

ル

ー

ブ

ル

、

預

金

残

高

が

23

・

８

兆

ル

ー

ブ

ル

。

し

た

が

つ

て

貸

付

残

高

は

名

目

Ｇ

Ｄ

Ｐ

62

・

６

兆

ル

ー

ブ

ル

の

53

％

程

度

、

預

金

残

高

は

46

％

程

度

。

参

考

ま

で

に

日

本

の

場

合

、

定

義

は

違

う

が

、

信

託

銀

行

も

含

む

国

内

銀

行

数

が

１

４

８

行

、

銀

行

員

数

が

３

０

０

千

人

、

貸

付

残

高

が

４

３

３

・

８

兆

円

、

預

金

残

高

が

６

１

５

・

ロ

シ

ア

の

ロ

シ

ア

の

ロ

シ

ア

の

ロ

シ

ア

の

夢夢夢夢

。。。。

日

本

日

本

日

本

日

本

のののの

夢夢夢夢

。。。。

    

     

夢

を

語

っ

て

み

た

い

。

困

難

が

あ

っ

て

も

、

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

が

欧

米

諸

国

と

協

力

し

て

世

界

経

済

を

支

え

る

相

応

の

勢

力

に

成

長

す

る

。

ロ

シ

ア

は

そ

の

な

か

に

あ

っ

て

、

こ

れ

ま

で

も

一

方

の

雄

と

し

て

培

っ

た

知

見

も

活

か

し

、

妥

協

し

な

い

メ

ン

バ

ー

国

の

範

と

な

っ

て

共

存

共

栄

の

面

で

主

導

的

役

割

を

果

た

す

。

か

か

る

夢

の

実

現

の

た

め

に

も

国

際

経

済

に

お

け

る

ロ

シ

ア

の

地

位

の

一

層

の

向

上

が

望

ま

れ

る

。

ど

う

す

る

か

。

い

ろ

い

ろ

な

処

方

が

考

え

ら

れ

よ

う

が

、

た

と

え

ば

｢

ロ

シ

ア

の

企

業

と

銀

行

｣

に

的

を

絞

っ

て

そ

の

可

能

性

を

考

え

る

。

ロ

シ

ア

小

企

業

の

定

義

は

本

稿

で

も

説

明

済

み

だ

が

、

そ

の

小

規

模

さ

ゆ

え

に｢

神

話

｣

も

生

ま

れ

、

そ

の｢

将

来

｣

に

懐

疑

的

な

見

方

も

少

な

く

な

か

っ

た

。

第

二

次

世

界

大

戦

後

の

日

本

も

同

じ

で

あ

つ

た

が

、

ロ

シ

ア

で

も

小

企

業

は

、

｢

投

資

効

果

の

低

い

存

在

｣

、

｢

闇

経

済

の

助

長

ツ

ー

ル｣

、

｢

将

来

は

消

え

て

な

く

な

る

存

在

｣

と

考

え

ら

れ

、

｢

現

代

神

話

｣

の

好

餌

と

な

っ

た

。

１

９

９

２

年

の

市

場

経

済

移

行

以

来

新

し

い

命

を

受

け

た

小

企

業

。

問

題

山

積

の

な

か

に

あ

っ

て

も

欧

米

諸

国

型

モ

デ

ル

ヘ

の

道

を

歩

ん

で

い

る

。

 

 

爾

来

約

20

年

。

ロ

シ

ア

小

企

業

の

近

況

は

？

 

統

計

年

鑑

で

企

業

関

連

の

２

０

１

２

年

数

値

を

拾

つ

て

み

る

と

、

総

企

業

数

は

4.9

百

万

社

、

同

就

労

者

数

が

68

・

０

百

万

人

、

同

年

間

売

上

高

が

１

１

１

・

６

兆

ル

ー

ブ

ル

、

う

ち

小

企

業

総

数

は

2.0

百

万

社

で

、

全

 

「

し

ぼ

む

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

の

夢

」

 

真

偽

の

検

証

(

ロ

シ

ア

を

中

心

に)
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